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1広報らんこし　令和７年・８月号

今月の特集①今月の特集①

　本祭では多くの出店が並び、地元の子ど
もたちや町民による吹奏楽などの演奏の他、
昆布渓流太鼓による演奏が行われました。
　雨も吹き飛ばすような美しく迫力満点の
音色が、せせらぎまつりを包みました。

　また、元プロ野球選手として活躍され、現在は「（株）ZENSHIN 
CONNECT」代表として多岐にわたる活動をされている杉谷拳士さんの
トークショーが行われ、多くの声援や笑い声が響きました。

広報らんこし　令和７年・８月号



2 広報らんこし　2025 年・８月号

今月の特集①今月の特集①

　コロナ禍明け初めての開催となった前
夜祭では、ジャズバンド、子どもたちに
よる演奏や大規模な花火大会が催され、
会場を大いに盛り上げました。

　７月 26 日、27 日に開催された第８
回せせらぎまつり。前夜祭・本祭ともに    
あいにくの雨模様でしたが、会場のラン
ラン公園には町民だけでなく、町内外か
ら訪れた方々で賑わいました。特特  

集集



3広報らんこし　令和７年・８月号

特特  

集集

今月の特集②今月の特集②

　温泉のまち、蘭越町でひときわ多くの方
に愛されている「幽泉閣」。地下140ｍか
ら汲み上げられる温泉は、これまでは入口
付近のロードヒーティングにのみ熱利用し、
その後は排水として捨てられていました。

　一方で、シャワーなどの温水や施設の暖
房のため、重油ボイラーを２基設置し、年
間約２３万リッターの重油を消費していま
した。(令和２年12月～令和３年11月）

　ボイラーが老朽化し、たびたび故障する
など、営業にも支障が出てきたため、令和
３年、経済産業省の助成を受け、総工費約
２億８千万円をかけて、温泉排湯熱ヒート
ポンプを導入。排水から熱を回収し、宿泊
棟も含む、暖房や温水に使用するシステム
になりました。これにより、年間の重油使
用料は約９５％削減され、二酸化炭素排出量
は約２８％削減されたと報告されています。

蘭越町は2025年５月に「ゼロカーボンシティ宣言」を行いました。

これからも温室効果ガス削減に向けた取り組みを進めていきます。

　ヒートポンプシステムは電気を多く使用することか
ら、新たに太陽光発電設備導入の可能性について調査
を行うため、令和６年度には経済産業省の助成を受け、
ヒートポンプ建屋の屋上等を活用し、併せて約１６kW
の小規模な太陽光発電設備を実証導入しました。
　令和7年4月1日から6月30日までの３か月間で
約４,１９０kWhの電気が太陽光発電により幽泉閣に供
給されており、これは一般家庭が使う電力使用量の約
４世帯分に相当します。

（左）
従来のボイラー室
にシステムが入ら
ないため、新たに
新設された建屋
と、併設されてい
る足湯

（上図）ヒートポンプシステムの概要図
このシステムはエネルギー利用の改善事例として、日本で「虎ノ門　
エネルギーネットワーク」の最優秀賞に次いで「早稲田大学アリーナ」
と並び優秀賞に選ばれました。

広報らんこし　令和７年・８月号 ❸



4 広報らんこし　2025 年・８月号

プロの世界を体験 

蘭越中学校ラリー授業
 今年も開催！　

第８回蘭越ブキニスト
地域を守る！

消防団員による消防演習

「子どもも大人も大白熱！町民陸上競技大会」

７
月
12
日
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
青
空
の
下
、
蘭

越
中
学
校
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、
町
民
陸
上
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
で
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
65
名
の
選
手
が
出
場
し
、
個

人
38
種
目
と
各
リ
レ
ー
競
技
が
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わ
れ
ま
し
た
。

出
場
し
た
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方
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を
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び
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れ
ぞ
れ
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技
に
ベ
ス
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を
尽
く

し
ま
し
た
。

7 月６日7月６日７月３日７月３日 ７月６日７月６日

羊蹄山ろく消防組合蘭越消
防団による、日頃の訓練成果を
披露し町民の防災意識を高める
「消防演習」が行われました。
迅速な消防車のポンプ操作や救
急法の訓練、林野火災を想定し
た訓練などを通し、地域を守る
勇ましい姿が披露されました。

花一絵前にて、今年もブキニ
ストが開催！今年のテーマは
「図書館で " 感じる "」。町民５
名による推し本紹介を行うビブ
リオバトル、ハンドメイド品や
町内出展者による飲食品の販売
などが行われ、来場者は五感の
すべてで祭りを楽しみました。

ラリーのプロドライバーたち
による「ラリーとはどんな競技
なのか」などの説明やラリー
カーへの試乗体験を通して、生
徒たちがプロの世界を学びまし
た。中には10代の選手もおり、
同年代の方の言葉を聞いた生徒
たちは興味津々の様子でした。

まちの話題まちの話題



5広報らんこし　令和７年・８月号

　町では、高齢者世帯、障がい者世帯、子育て世帯及び生活保護世帯のうち、一定の要件に該当す
る世帯に、灯油などの購入費用の一部を助成する「蘭越町福祉灯油等助成事業」を次のとおり実施
します。
●対 象 者　　令和７年８月１日現在、本町の住民基本台帳に記録され、かつ、現に居住して
　　　　　　　　　いる次の世帯
　①高 齢 者 世 帯　　70 歳以上の方のみで構成される世帯のうち、令和７年度町民税が非課税で
　　　　　　　　　　ある世帯
　②障がい者世帯　　身体障害者手帳１級～３級、療育手帳Ａ判定、精神保健福祉手帳１級の方が
　　　　　　　　　　同居する世帯のうち、令和７年度町民税が非課税である世帯
　③子 育 て 世 帯　　18 歳以下の児童を扶養している世帯（ただし、ひとり親家庭にあっては、
　　　　　　　　　　20 歳以下の児童を扶養している世帯）のうち、令和６年分所得税が非課税
　　　　　　　　　　である世帯
　④生活保護世帯
●助 成 額　　1 世帯当り 25,000 円（蘭越町商工会発行の商品券）
●申 請 期 限　　令和 7 年 8 月 29 日（金）までに、住民福祉課社会福祉係又は役場各出張所へ
　　　　　　　　　申請してください。
●申 請 書　　対象と見込まれる世帯には申請書を送付しているほか、役場住民福祉課及び役
　　　　　　　　　場出張所にも用意しています。
●助成決定時期　　申請書受理後、非課税要件等を審査の上、９月中旬に文書で通知します。
●お問い合わせ　　住民福祉課社会福祉係（☎５５－６４３６）

　　■蘭越町福祉灯油等助成事業の実施について

　お子様が心身ともに健やかに成長されることを目的として、北海道中央児童相談所による巡回児
童相談が実施されます（相談は無料）。
●日 時　　令和７年１０月８日（水）
●場 所　　蘭越町保健福祉センター
●相 談 員　　北海道中央児童相談所職員（児童福祉司、心理判定員など）
●相 談 内 容　　しつけ、ことばの遅れ、発達の遅れ、みんなと上手に遊べない、いじめられて
　　　　　　　　　いる、学校へ行きたがらない、療育手帳の申請など、お子様の成長に関するこ
　　　　　　　　　と（相談内容の秘密は守られます）。
●問合せ・申込　　住民福祉課子ども支援係（☎５５- ６４３６） または健康推進課健康づくり対
　　　　　　　　　策係保健師（☎５５- ８５２５）
●申 込 期 限　　令和７年８月２９日（金）
※相談件数が多い場合は、ご希望に応じられないことがあります。ご了承願います。

　　■子ども・子育ての困りごと、相談ください！

まちからのお知らせまちからのお知らせ

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

●対 象 者　妊娠されていた方（蘭越町内に住所を有する方）※医療機関により胎児心拍が確認
　　　　　　　できたことをもって妊婦給付認定にかかる「妊娠」と定義しています。
●申 請 時 期　流産・死産等をされた場合、医療機関においてその事実が確認された日以降に届け
　　　　　　　出ることができます。
●申 請 先　健康推進課健康づくり対策係（保健福祉センター内）
　　　　　　　※申請の際は、妊婦給付認定用診断書（医療機関で発行）・振込先の通帳のコピー
　　　　　　　　が必要です。
●相 談　支援給付とあわせて相談支援を実施しています。給付金申請時などにお話を伺うこ
　　　　　　　とができます。ひとりで抱え込まず、相談してみませんか。
●お問い合わせ　健康推進課健康づくり対策係（☎５５－８５２５）　

　　■流産・死産等をされた方へ　給付金と相談窓口のご案内
支給額　妊娠認定時に５万円・妊娠した子どもの数×５万円

健
康
推
進
課

健
康
推
進
課



6 広報らんこし　2025・８月号

　児童を養育している方には、児童の状況によって各種手当が支給されるのをご存じですか。
　該当する方は申請が必要です。既に受給している方も、住所や氏名等に変更があった場合は届け出
が必要です。

　　■お済みですか？児童への手当の申請

まちからのお知らせまちからのお知らせ

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

手当名 手当月額（申請の翌月から支給） 支給対象児童
（各手当とも対象児童の養育者に支給されます）

所得限度額

児童手当

【３歳未満の児童】
１人につき 15,000 円

（第３子以降は 30,000 円）

【３歳以上高校生年代までの児童】
１人につき 10,000 円

（第３子以降は 30,000 円）

年６回支給（偶数月）

高校生年代（18 歳到着年度）までの児童

※公務員の方は職場への請求になります

なし

児童扶養
手 当

児童１人の場合
11,010 円～ 46,690 円

（受給者の所得により変動します）

２人以上の場合
5,520 円～ 11,030 円加算

年６回支給（奇数月）

※手当月額は物価変動等により改定
　される場合があります

18 歳（中度以上の障害のある児童（特別
児童扶養手当受給対象児童）は 20 歳）未
満の、次のいずれかに該当する児童

・死亡（生死不明を含む）、離婚などで父
　又は母がいない
・父又は母に就労できない程度の重度の　
　障害がある
・父又は母が法令により１年以上拘禁さ
　れている
・父又は母に１年以上遺棄されている
・母が婚姻によらないで出産した

※施設入所児童は該当になりません
※公的年金受給者で、受給額が児童扶養
　手当額より低い場合は差額が支給され
　ます。

　　あり
（ 対 象 児 童
の保護者及
び世帯の状
況 に よ り、
所得限度額
が異なりま
す）

特別児童
扶養手当

１級（重度の障害）
１人につき 56,800 円

２級（中度の障害）
１人につき 37,830 円

年３回支給（４月・８月・１１月）

※手当月額は物価変動等により改定
　される場合があります

20 歳未満の、次のいずれかに該当する児童

・重度及び中度の知的障害を有する（療
　育手帳所持）
・重度及び中度の身体障害を有する（身
　障手帳１～４級程度）
・上記と同程度の内部障害、精神障害を
　有する
※施設入所児童、障害年金受給児童は該
　当になりません

障 害 児
福祉手当

１人につき 16,100 円

年４回支給
（２月・５月・８月・１１月）

※手当月額は物価変動等により改定
　される場合があります

20 歳未満の、次のいずれかに該当する児童

・重度及び中度の知的障害を有する（療
　育手帳 A 判定）
・重度及び中度の身体障害を有する（身
　障手帳１～２級程度）
・上記と同程度の内部障害、精神障害を
　有する
※施設入所児童、障害年金受給児童は該
当になりません

●お問い合わせ　　住民福祉課子ども支援係（☎５５－６４３６）



7広報らんこし　令和７年・８月号

　

　帯状疱疹は、水ぶくれを伴う赤い発疹やピリピリとした痛みが身体の片側に帯状に現れ、痛みが
徐々に増していき、日常生活が制限されたり、夜に眠れなくなることがあります。
●対 象 者　　①６５歳以上の町民の方（今年度中に６５歳以上になる方を含む）
　　　　　　　　　②６０～６５歳未満でヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障害を有する方
●ワクチン種類　　・生ワクチン・不活化ワクチン
●助 成 額　　生ワクチン（全額）・不活化ワクチン（15,000 円／１回）
●指定医療機関　　昆布温泉病院・蘭越診療所

●日 　 時　　１０月２３日（木）・２４日（金）
●受付時間　　午前６時～１０時頃
●場 所　　蘭越町保健福祉センター
・金曜日は託児があります。ご希望の方は申込みの際にご予約ください。
・健診料金がかかる方は、らぶちゃんカードポイント２５０ポイントプレゼント♪（ピロリ菌検査を除く）
・がん検診は全町民の方が対象！（※基本健診は国民健康保険、後期高齢者、社会保険被扶養者の方が対象です）

　※４月１日現在７０歳以上の方及び生活保護世帯の方は料金無料です。（ピロリ菌検査を除く）
　※社会保険等に加入している被扶養者の方で、特定健診の受診を希望する場合は、医療保険者が発行する「受診券」が必　
　　要です。各医療保険者にお問い合わせください。
　※８０歳以上の方は胃がん検診 ( バリウム検査 ) を受けることができませんのでご注意ください。
●お申し込み方法　　①電話で申し込む　☎５５－８５２５　② QR コードから申し込む 
　　　　　　　　　　　　　※昨年秋ドックを受診され、ご自宅に自動申込受付完了のお知らせが届いてい
　　　　　　　　　　　　　　る方は、新規申込不要です。
●お申し込み期限　　９月１９日（金）※以降のお申し込み・変更はお電話でご相談ください。
●お 問 い 合 わ せ　　健康推進課健康づくり対策係（☎５５－８５２５）

　　■秋のミニドック　　～健診受けて健康増進♪～

まちからのお知らせまちからのお知らせ

健
康
推
進
課

健
康
推
進
課

　　■６５歳以上の予防接種助成事業
帯状疱疹ワクチン

肺炎球菌ワクチン
　肺炎は日本の死亡原因の第５位であり、成人の肺炎は約２～３割は、肺炎球菌という細菌により
引き起こされます。
●対 象 者　　①６５歳以上の町民の方
　　　　　　　　　②６０～６５歳未満で心臓・腎臓・呼吸器の機能に障害を有する方、ヒト免疫
　　　　　　　　　　不全ウイルスによる免疫機能に場外を有する方
●接 種 回 数　　初回接種と接種後５年以上を経過した方（回数の制限はありません）
●助 成 額　　接種費用の半額（上限 4,000 円）
●そ の 他　　町外医療機関で接種された方は、領収書を添えて健康づくり対策係へ
帯状疱疹ワクチン接種券
　　QR コード申請

肺炎球菌ワクチン接種券
　　QR コード申請

●お問い合わせ　　健康推進課健康づくり対策係（☎５５－８５２５）　

⇒ ⇒

健診（検診） 対象者 健診（検診内容） 料金

特定検診 ４０歳以上７４歳までの
国保に加入している方・社会保険等扶養の方

・問診
・身体計測（身長・体重・腹囲）
・身体診察、血圧測定
・尿検査（尿糖・尿蛋白）
・血液検査（脂質、血糖、肝機能、貧血、
　クレアチニン）
・眼底検査

無料

健康診査

・後期高齢者被保険者
・生活保護世帯（２０歳以上） 無料

・２０歳以上４０歳未満の方 1,000 円

胃がん検診 ４０歳以上７９歳以下の方 胃部エックス線検査（バリウム） 1,000 円
肺がん検診 ４０歳以上の方 胸部エックス線検査 400 円

大腸がん検診 ４０歳以上の方 便潜血検査（2 日法） 500 円
前立腺がん検診 ５０歳以上男性の方 血液検査 1,000 円

肝炎ウィルス検査 ４０歳以上でこれまで肝炎検査を受けていない方 C 型肝炎・B 型肝炎ウィルス検査 無料

ピロリ菌検査 胃がん検診又は特定健診（健康診査）を受診する
これまでピロリ菌検査を受けていない方 血液検査 2,200 円

骨粗しょう症検診
（24 日のみ）

男性：４０歳以上の方
女性：２０歳以上、高校 3 年生相当の方 骨の密度を測定 500 円

高校生無料

加入医療保険に関
わらず、対象年齢
のすべての方が受
診できます。

健
康
推
進
課

健
康
推
進
課
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　蘭越町では令和８年度からの新規農業研修生を募集いたします。
　募集するのは令和８年４月１日から２年間、町内受入れ農家のもとで研修を受け、将来、トマト
又は水稲により独立営農を目指そうとする方です。
　各種要件を満たす方については、地域おこし協力隊（農業支援員）として、該当しない方につい
ては、国の就農準備資金や自己資金を活用して、独立営農を目指していただきます。

【町が求める人材】
　　●　新規就農を目指し、農業研修を行う人材
　　●　地域協力活動へ積極的に参加する人材

【募 集 要 項】
　　・募集人員　若干名
　　・採用予定時期　令和８年４月１日
　　・募集要件
　　①　令和８年４月１日までに蘭越町内に生活拠点を移し、住民票を異動させる方。
　　②　農業に精通しているか、もしくは興味があり新規就農を目指す方。
　　③　心身ともに健康で、誠実に職務ができる方。
　　④　居住する地域に馴染み、住民と共に地域活動に取組む意欲と実行力のある方。
　　⑤　農業研修終了後は蘭越町内に定住、就農すること。
　　⑥　就農までの自己資金が用意できること。（500 万円以上が望ましい。）
　　⑦　２年間の農業研修を受けること。
　　⑧　普通自動車運転免許を所有していること。
　　・対象作物　トマト又は水稲
　　・募集期日　令和７年 10 月 31 日（金）
　　・申込方法　申込書に必要事項を記入し、必要書類（論文、住民票、健康診断書、自己資金を
　　　証明する書類）を添えて提出すること。
　　・選考試験　１次試験（書類）及び２次試験（面接）による選考を実施し、11 月末を目処に
　　　結果を通知します。

【そ の 他】
　　※申込書等詳細事項については、町 HP をご覧いただくか、下記担当宛お問い合わせください。
　　　　また、町では農業後継者対策の一環として、地域担い手育成センター窓口を設置し、新規
　　　就農希望者に対する情報提供、相談業務等を行っております。
　　　　農業研修生の受入れや新規就農者への農地の提供等にご協力いただける方がいらっしゃい
　　　ましたら、下記担当宛ご連絡願います。

【お 問 い 合 わ せ】
　　農林水産課農政係（☎５５ー６５１７）

　　■令和８年度新規農業研修生募集

　今年は 11 月 22 日（土）に山村開発センターで開催されることが決定しました。
　おいしいお米 No.1 を決める大会への出品申込期間は、8 月 1 日から 31 日までの 1 か月間です。
　米づくりに取り組む農業者の方または農業者団体の皆様、ご応募お待ちしております！！

【お問い合わせ】　農林水産課らんこし米振興係　☎５５－６５２７
　　　　　　　　（米ー１グランプリ in らんこし実行委員会事務局）

　　■第１４回　米ー１グランプリ in らんこし　決勝大会

まちからのお知らせまちからのお知らせ

農
林
水
産
課

農
林
水
産
課

出品申込 ホームページ

農
林
水
産
課

農
林
水
産
課
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まちからのお知らせまちからのお知らせ

　地方公務員の人事行政の運営の公平性・透明性を高める観点から、「職員の任用、人事評価、給与、
勤務時間その他の勤務条件、休業、分限及び懲戒、服務、退職管理、研修等の人事行政の運営状況
等について」を公表することが地方公務員法第５８条の２により義務付けられております。
　その内容について、町広報紙及び町ホームページ等により広く町民の皆さんに
周知することとなっておりますので、令和６年度の人事行政の運営等の状況につ
いて公表いたします。
１　職員の任免及び職員数について
　表１　令和６年度の採用者の状況

　表２　令和６年度の退職者の状況（令和７年３月３１日現在）

　表３　職員数の状況（令和６年４月１日現在）

　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）職員数に、町長、副町長、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  教育長は含みません。
２　職員の人事評価の状況について
　人事評価制度については、「蘭越町職員の人事評価に関する要領」を制定し、平成１８年度から
実施しています。
３　職員の給与について
　表４　職員給与費の状況（令和６年度一般会計決算）

　　※職員給与費とは、毎月支給される給料・扶養手当・住居手当・通勤手当などの各種手当と民
　　　間の賞与（ボーナス）に当たる期末勤勉手当及び冬期間の燃料手当に当たる寒冷地手当を合
　　　わせたものです。（注）職員手当には、退職手当組合負担金を含みません。
６　職員の分限及び懲戒処分について
　表 15　分限及び懲戒処分の状況

９　職員の研修状況について
　表 16　研修の状況

　　■蘭越町人事行政の運営状況等について 総

務

課

総

務

課

職　種 人　数
一般行政職 １２人

職　種 定年退職 推奨退職 自己都合退職 分限処分 その他
一般行政職 ０人 １人 ７人 ０人 ０人

区　分 職員数 対前年
増減数部　　門 令和６年 令和５年

普通会計 １１５人　 １１７人 △２人
公営企業 １０人 ９人 １人
合　計 １２５人 １２６人 △１人

職員数 給 与 費 １人当たり給与費
A 給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　　B B/A

人 千円 千円 千円 千円 千円
115 409,917 69,075 159,336 638,328 5,551

区　分 内容 処分状況

分限処分
勤務実績が良くない場合、心身の故障のため職務の遂行に支障がある場合など、
公務能率を維持することを目的として行われる不利益処分であり、免職・降任・
休職・降給の四種類がある。

３人

懲戒処分
職務上の義務違反、公務員としてふさわしくない非行がある場合などに、道義的
責任を問うことにより、公務における規律と秩序を維持することを目的として行
われる不利益処分であり、戒告・減給・停職・免職の四種類がある。

０人

種　類 内　容 対象者 修了者数

自治大学校研修
高度な研修や専門研修を通じ、
総合的な政策形成能力や行政
管理能力の育成を図る。

課長、主幹、係長（同相当職） １人

管理能力研修
管理者に求められる職場での
重要な状況判断やリーダー
シップについて学ぶ。

課長、主幹（同相当職） ５人

指導能力研修
監督者に求められる基本的な
役割と部下への指導・育成に
ついて学び、自分自身の職能
の向上を図る。

係長（同相当職） ６人

≪町ホームページ QR≫
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まちからのお知らせまちからのお知らせ

10　職員の利益の保護の状況について
　職員は、公平委員会に対して、給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求や、不利益
な処分についての不服申立てを行うことができます。公平委員会では要求の審査、不服申立てに対
する裁決等の必要な措置を執ります。
　なお、令和６年度について、措置の要求及び不服申立てはありませんでした。

種　類 内　容 対象者 修了者数

後志管内町村職員
中・初級研修

意欲の高揚と能力開発を助長
するため、職務遂行に必要な
基礎的能力の向上を図る。

採用５年目・２年目の職員 １３人

後志管内町村新規
採用職員基礎研修

町村職員としての自覚と意識
の確立を図り、執務上必要な
基礎的知識を修得する。

採用後１年未満の職員 ６人

後志管内町村職員
法務基礎・実務研修

法令の用字・用語や改正方法
など、法務事務に関する知識
を習得する。

法令知識の習得を必要とする
職員 ９人

新規採用職員基礎・
初級職員研修講師養成研修

各地区町村会が実施する新規
採用職員基礎研修又は初級職
員研修並びに法務基礎研修の
講師を養成するための講習。

係長以上（同相当職） １人

折衝力・交渉力強化研修

目的達成のために行われるさ
まざまな折衝・交渉について、
相互に利益のある合意を導く
ために必要なスキルやノウハ
ウを身につける。

課長、課長補佐（同相当職）、
係長（同相当職）、一般職員 １人

民法研修 「民法」についての構成と条文
の解釈を学ぶ。

係長（同相当職）、採用後３年
以上の一般職員 １人

　土地の売買・賃借・交換・営業譲渡など、一定面積以上の土地取引に係る契約をした場合には、
国土利用計画法の規定により、その土地が所在する市町村に届出が必要です。
【届出の対象となる面積】・市街化区域　２千㎡以上・市街化区域以外の都市計画区域内　５千㎡以
　　　　　　　　　　　上・都市計画区域外　１万㎡以上

【届出者】土地の権利取得者（買主等）
【届出期限】契約締結日から２週間以内　※提出期限を過ぎた場合でも、届出書の提出にご協力願
　　　　　 います。

【提出書類】土地売買等届出書等
【罰則】届出をしないと法律で罰せられることがあります。
【届出・お問い合わせ先】〒０４８ ‐ １３９２　北海道磯谷郡蘭越町蘭越町２５８番地５　　　　
　　　　　　　　　　　蘭越町役場総務課まちづくり推進係　☎５５ ‐ ６８３６
　※様式のダウンロードや詳細な情報は、蘭越町役場ホームページをご確認ください。

　　■一定面積以上の土地取引には届出が必要です

ゴミ通信ゴミ通信 ～ゴミの話題を毎月紹介～

≪生ごみは収集日の朝に排出しましょう≫≪生ごみは収集日の朝に排出しましょう≫
気温が高くなると、生ごみ等から悪臭、虫の発生が推測されます。
ごみステーションの衛生的な管理をお願いします。
≪分別の徹底をお願いします≫≪分別の徹底をお願いします≫
分別ルールや排出方法が守られていなければ未回収となります。
排出者は再度分別を実施し、排出してください。

＝　住民福祉課環境衛生係　☎５５－６４３８　＝

正しい分別・リサイクルのため、分別で間違えやすい品目等
の紹介をします。皆さんでゴミの減量を目指しましょう！

総

務

課

総

務

課
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健
康
・
福
祉

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
子
育
て
マ
マ
パ
パ

ヨ
ガ
教
室　

　

第
２
回　

感
じ
る
ヨ
ガ
ク
ラ
ス

▼
日
時　
８
月
28
日
（
木
）　

19
時
～
20
時
30
分

▼
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
　
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

　

～
未
就
学
児
の
子
育
て
マ
マ
パ
パ

▼
定
員
　
７
組

▼
申
込
期
限
　
８
月
18
日
（
月
）
ま
で

▼
問
合
せ
　
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
対
策
係　

　

☎
５
５-

８
５
２
５

▼
そ
の
他
　
詳
細
は
町
H
P
ま
た
は
マ
チ

　

ナ
ビ
に
掲
載

定
期
健
康
相
談

　

保
健
師
・
助
産
師
・
管
理
栄
養
士
・
健
康

　

運
動
指
導
士
等
が
健
康
や
介
護
・
介
護
予

　

防
に
関
す
る
ご
相
談
に
つ
い
て
お
応
え
し

　

て
お
り
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
25
日
（
月
）
９
時
30
分
～
16
時

▼
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ　

健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
対
策
係　

　

☎
５
５-

８
５
２
５

▼
そ
の
他　

事
前
予
約
制
。
詳
細
は
町
H
P

　

ま
た
は
マ
チ
ナ
ビ
に
掲
載

相
談

札
幌
弁
護
士
会
無
料
法
律
相
談
会

▼
場
所　

 

町
民
セ
ン
タ
ー
ら
ぶ
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ル　

▼
日
時　

８
月
26
日
（
火
）
９
月
９
日
（
火
）　

　

両
日　

13
時
～
14
時
30
分　

▼
相
談
料　

無
料

▼
そ
の
他　

事
前
予
約
制
で
す
。
相
談
時
間　

　

１
人
30
分

▼
問
合
せ　

総
務
課
総
務
係

　
☎
５
５-

６
８
３
２

出
張
年
金
相
談
所
開
設
日
程

●
倶
知
安
会
場

▼
場
所　

 

後
志
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
日
時　

８
月
20
日
（
水
）
９
月
17
日
（
水
）　

　

両
日　

13
時
～
17
時　

●
岩
内
会
場

▼
場
所　

岩
内
地
方
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
日
時　

８
月
21
日
（
木
）
９
月
18
日
（
木
）

　

両
日　

９
時
～
13
時

▼
予
約
電
話
番
号

　

０
１
３
４-
５
５-
５
０
２
６

▼
そ
の
他　

事
前
予
約
制
で
す
。
相
談
日
の

　

２
日
前
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
基

　

礎
年
金
番
号
を
確
認
し
ま
す
。

札
幌
弁
護
士
会
し
り
べ
し
弁
護
士

相
談
セ
ン
タ
ー

▼
場
所　

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

岩
内
町
高
台
84-

３　

▼
日
時　

８
月
20
日
（
水
）
８
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　

９
月
３
日
（
水
）
９
月
10
日
（
水
）

▼
相
談
料　

無
料

▼
予
約
電
話
番
号

　

０
１
３
５-

６
２-

８
３
７
３

▼
そ
の
他　

事
前
予
約
制
で
す
。
予
約
の
受

　

付
は
平
日
10
時
か
ら
16
時
ま
で
。

募
集

自
衛
官
募
集

●
一
般
曹
候
補
生
（
第
３
回
）

▼
受
験
資
格　

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
18

　

歳
以
上
33
歳
未
満
の
者　

▼
受
付
期
間　

９
月
16
日
（
火
）
～
11
月
21

　

日
（
金
）　

▼
試
験
日　

　

１
次
試
験　

11
月
29
日
（
土
）
～
12
月
４

　

日
（
木
）　

　

※
い
ず
れ
か
１
日
指
定
さ
れ
ま
す
。

　

２
次
試
験　

令
和
８
年
１
月
６
日
（
火
）

　

～
13
日
（
火
）

　

※
い
ず
れ
か
１
日
指
定
さ
れ
ま
す
。

●
自
衛
官
候
補
生
（
第
４
回
）

▼
受
験
資
格　

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
18

　

歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間　

　

10
月
14
日
（
火
）
～
11
月
６
日
（
木
）

▼
試
験
日

　

11
月
16
日
（
日
）
17
日
（
月
）

　

※
い
づ
れ
か
１
日
指
定
さ
れ
ま
す
。

ぴ
よ
ぴ
よ
お
は
な
し
会

　

季
節
に
合
わ
せ
た
わ
ら
べ
う
た
や
手
遊

び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
13
日
（
土
）
10
時
～

▼
場
所　

花
一
会
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や

▼
対
象
者　

０
か
ら
２
歳
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
合
せ　

教
育
委
員
会
花
一
会
図
書
館

　

☎
５
７-

６
０
８
５

▼
そ
の
他　

詳
細
は
花
一
会
H
P
に
掲
載

高
齢
者
教
育
事
業

　
　
「
ヤ
ク
ル
ト
健
康
教
室
」

　

腸
内
細
菌
と
の
共
生
と
乳
酸
菌
の
働
き
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。
簡
単
な
腸
ト
レ
体
操
も

あ
り
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
25
日
（
月
）

　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

▼
場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
ら
ぶ
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ル

▼
対
象
者　

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
合
せ　
教
育
委
員
会
町
民
セ
ン
タ
ー
業
務
係

　

☎
５
７-

５
０
３
０

▼
そ
の
他　

詳
細
は
町
H
P
ま
た
は
マ
チ

　

ナ
ビ
に
掲
載

な
ど
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
17
日
（
日
）
10
時
30
分
～

▼
場
所　

花
一
会
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や

▼
対
象
者　

乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
合
せ　

教
育
委
員
会
花
一
会
図
書
館

　

☎
５
７-

６
０
８
５

▼
そ
の
他　

詳
細
は
花
一
会
H
P
に
掲
載

花
一
会
図
書
館
講
座

　
「
ポ
ー
ズ
を
し
な
い
ヨ
ー
ガ
p
a
r
t
５
」

▼
日
時　

９
月
６
日
（
土
）　

　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

▼
場
所　

花
一
会
図
書
館

▼
対
象
者　

一
般

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
合
せ　

教
育
委
員
会
花
一
会
図
書
館

　

☎
５
７-

６
０
８
５

▼
そ
の
他　

詳
細
は
花
一
会
H
P
に
掲
載

お知らせ広場お知らせ広場

講
座
・
教
室

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　

季
節
に
合
わ
せ
た
わ
ら
べ
う
た
や
紙
芝
居
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お知らせ広場お知らせ広場

●
高
等
工
科
学
校
生
徒

▼
受
験
資
格　

令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
15

　

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子　

▼
受
付
期
間　

令
和
７
年
10
月
１
日
（
水
）

　

～
令
和
８
年
１
月
15
日
（
木
）　

▼
試
験
日　

　

１
次
試
験　

令
和
８
年
１
月
24
日
（
土
）

　

25
日
（
日
）　

　

２
次
試
験　

令
和
８
年
２
月
12
日
（
木
）

　

～
15
日
（
日
）

　

※
い
ず
れ
か
１
日
指
定
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　

　

倶
知
安
地
域
事
務
所

　

倶
知
安
町
南
３
条
東
１
丁
目

　

☎
０
１
３
６-

２
３-

３
５
４
０

　

役
場
担
当

　

総
務
課
企
画
防
災
対
策
室
防
災
係

　

☎
５
５-

７
５
３
４

　

募
集
相
談
員

　

永
井　
　

浩　

☎
５
７-

５
５
４
４

　

金
安　

英
照　

☎
５
８-

２
２
８
０

そ
の
他

令
和
７
年
度
蘭
越
町
地
震
津
波
避

難
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
の
「
蘭
越
町
地
震
津
波
避
難

訓
練
」
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
港
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
27
日
（
水
）
９
時
30
分
～

▼
実
施
場
所　

港
地
区
全
域
、
津
波
避
難
タ

　

ワ
ー
外

▼
問
合
せ　

総
務
課
企
画
防
災
対
策
室
防
災
係

　

☎
５
５-

７
５
３
４

８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
強
調
期
間
」
で
す

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島

（
歯
舞
群
島
、色
丹
島
、国
後
島
及
び
択
捉
島
）

の
早
期
返
還
は
、
道
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲

願
で
す
。

　

北
海
道
で
は
、
昭
和
41
年
か
ら
、
こ
の
北

方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
、
世
論
の
結
集

を
図
り
、
国
の
外
交
交
渉
を
積
極
的
に
後
押

し
す
る
た
め
、
旧
ソ
連
が
北
方
四
島
の
占
拠

を
開
始
し
た
月
で
あ
る
８
月
を
「
北
方
領
土

返
還
要
求
運
動
強
調
月
間
」
と
位
置
づ
け
、

重
点
的
に
返
還
要
求
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
平
和
条
約
締
結
交

渉
中
断
な
ど
の
一
方
的
な
表
明
等
に
よ
り
、

領
土
返
還
交
渉
は
も
と
よ
り
、
北
方
四
島
交

流
等
事
業
や
日
露
共
同
経
済
活
動
が
中
断
し

て
い
ま
す
。
再
開
の
時
期
を
見
通
す
こ
と
は

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
北
方
領
土
の

１
日
も
早
い
返
還
に
向
け
た
世
論
の
結
集
と

高
揚
が
更
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
返
還
要
求
運
動
に
取
組
み
ま
す
。

　

本
年
も
「
２
０
２
５
北
方
領
土
返
還
要
求

北
海
道
・
東
北
国
民
大
会
」（
札
幌
市
）
が

開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
全
道
各
地
で
多
く
の
催

し
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」
強
化
週
間　

～
聞
か
せ
て
欲
し
い　

　
　
　
　
　

あ
な
た
の
気
持
ち
～

　

法
務
局
で
は
、
こ
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て

の
専
用
相
談
電
話
「
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
チ
ャ
ッ
ト

（
L
I
N
E
）
に
よ
る
人
権
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
こ
ど
も
の
人
権
に

関
す
る
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

　
（
全
国
共
通
、
通
話
料
無
料
）

・
受
付
時
間　

平
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

な
お
、
令
和
７
年
８
月
27
日
か
ら
９
月
２

日
ま
で
は
、「
全
国
一
斉
『
こ
ど
も
の
人
権

相
談
』
強
化
週
間
」
で
す
。
期
間
中
は
受
付

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

・
強
化
期
間
中
の
受
付
時
間

　

平
日　

８
時
30
分
～
19
時

　

土
日　

10
時
～
17
時

北
海
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

道
税
の
申
告
は
便
利
な
電
子
申
告
で

　

法
人
事
業
税
、
軽
油
引
取
税
や
ゴ
ル
フ
場

利
用
税
な
ど
の
申
告
・
納
税
は
、
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
か
ら
電
子
申
告
・
納
税
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
（
地
方
税
ポ
ー
タ

ル
シ
ス
テ
ム
）
が
便
利
で
す
。
ご
利
用
は
、

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.eltax.lta.go.jp/

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.pref.hokkaido.lg.jp/

　

sm
/zim

/

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

後
志
総
合
振
興
局
税
務
課
課
税
係

　
☎
０
１
３
６
‐
２
３
‐
１
３
３
２

　「わーるど・RANKOSHI・こねくと」『お米の町蘭越』に続き『ラリーの
町 RANKOSHI』を志し発足しました。現代社会、北海道という広大な土
地に無くてはならない『車』その『くるま』を活用したモータースポーツ

『ラリー』、これから蘭越町が大きく、躍進的に発展するため私たちは様々
な活動をしていきます。
　ここ数年、蘭越で開催されているアーク・オートクラブ・オブ・スポー
ツ (TEAMARK) が主催する JAF 全日本ラリー選手権『ラリーカムイ』そ
の要素に含まれる中で『くるま』、『スポーツ』、『まち』は人のためになっ
ているということ、世界が注目するこのエリアだということを改めて実感
できました。普段は気が付きにくい当たり前のこと『くるま』、『スポーツ』、

『まち』それぞれ単体では交わらわなそうに見えるものが合わされば、よ
り良いまちづくりに繋がっていくのだという事を色々な活動を通じて、多
くの町民の皆さんに知っていただきたいと思います。
　町でラリーの大会が開催される機会があり、大変ありがたく思っており
ます。どんな事柄でも、新たな分野が入ると様々な、小さな問題や大きな
問題が起こりますが一つ一つ考え、改善していけば必ず良くなっていくと
思います。立ち上げたばかりの会で何が出来るのか？どのように関わって
いけるのか試行錯誤しながらより良い町になるように、更に先に進むため
にそして、このスポーツ産業から教育や人材育成、蘭越の産業の発展へ、
地域全体の経済効果、それらがまちづくりへ人づくりへと、夢と希望と理
想は高くそして今後『ラリーといえば RANKOSHI』、『蘭越といえばお米
とラリー』と地域の人に認知、応援、支援してもらえるように共通の目標
になるように取り組んでいきたいと考えております。

　　　　　　　　　　　　（文章：志比川　潤　副会長）
会　長：永井　　泉　　副会長：志比川　潤　　藪中　建二

モータースポーツでまちづくり！モータースポーツでまちづくり！
わーるど・RANKOSHI・こねくとわーるど・RANKOSHI・こねくと

～　ラリーを応援する団体が新設されました　～～　ラリーを応援する団体が新設されました　～
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担当　教頭　沖野担当　教頭　沖野
vol.116vol.116蘭越高校通信蘭越高校通信

蘭越高校の学校生活や日々の様子を皆さんにお伝えします！蘭越高校の学校生活や日々の様子を皆さんにお伝えします！ 蘭越高校 HP蘭越高校 HP

地域の社会人との懇談会地域の社会人との懇談会
　６月２５日 ( 水 )、地域で働く方から職業や社会生活のお話を聞いて地
域についての理解を深め、社会人としてのあり方を学ぶ目的で、地域で社
会人として活躍されている５名の方々をお招きして懇談会を行いました。
５グループに分かれて 1.2 年生は座談会形式、３年生はインタビュー形式
で懇談し、限られた時間の中でしたが、酪農・農協・観光・町政・保育といっ
た多様な分野の社会人経験に触れることができました。仕事の内容、やり
がい、苦労、目標等、多くの対話を行いましたが、自分の進路・将来を考
える新たな視点を得た人が多いのではないでしょうか。

第６１回学校祭第６１回学校祭
　７月１１日（金）・１２日（土）、「ALL in」をテーマに開催されました。
１日目のプログラムは一般開放され、音楽同好会の演奏、有志発表や生徒
会企画で大いに盛り上がりました。バンド、ダンスや歌、クイズと、一つ
一つの発表に魅力があり、観客を楽しませてくれました。生徒会企画の「質
問を見ずに回答」ゲームでは珍回答が続出して会場の爆笑を誘い、笑顔の
絶えない時間になりました。
　２日目の行燈行列は昨年に引き続き学校⇔一灯園さんのコースを練り歩
きました。一灯園で行燈やパフォーマンスを披露しましたが、皆様からの
温かい声掛けや拍手をいただきました。冷たい飲み物を差し入れていただ
き、ありがとうございました。
　らぶちゃんホール前での発表では大変多くの方々にご来場いただきまし
た。皆様の笑顔や歓声、拍手に背中を押されて、発表もより一段と熱を帯
びたものなりました。演者と会場が一体となった最高の舞台になったと思
います。
　行燈行列終了後はＰＴＡ主催で花火の打ち上げがありました。生徒が在
籍中に見られるように、３年に 1 度実施されるものです。よく晴れた夜
空に、手を伸ばせば届きそうなほどの近さで鮮やかに煌めき、生徒から大
きな歓声が上がりました。素敵な思い出になりました。
　学校祭の準備から閉祭までの約 3 週間、非常に暑い日もありましたが、
保護者等の皆様の日頃の健康管理のお陰で無事に終えることができまし
た。心より感謝いたします。
　最後になりますが、学校祭に向けて長い期間をかけて準備し、行事を支
えてくれた生徒会執行部の皆さん、ありがとうございました。本当にお疲
れ様でした！！

学習時間等調査結果学習時間等調査結果
　６月、本校生徒の学習意欲や学習時間の実態を確認するため、調査を行いました。
　グラフからは学習への意識や取り組み方、今後の課題が見えてきます。授業公開でも見ていただいたところ
ですが、こうした調査からも、生徒達が学習に意欲的に取り組んでいる様子がわかります。継続は力なり。が
んばれ蘭高生！！
　※調査結果のグラフは次ページに掲載しております。

大学生との懇談会・大学生に学ぶ探求大学生との懇談会・大学生に学ぶ探求
　7 月 18 日（金）、札幌大谷大学教授の加藤裕明氏、講師の上戸理恵氏、
同大学の 4 年生３名を招いて１年生が【大学生との懇談会】、３年生が【大
学生に学ぶ探究】を実施しました。　
　１年生の【懇談会】では、大学生活について、大学では何をどのように
学ぶのか、地域についてどのように探究を進めているのか等、様々な角度
から話を進めていました。
　３年生の【大学生に学ぶ探究】では、大学生が自らの卒業論文を題材に
して問いの深め方、仮説の立て方、検証のための手法等を伝え、探究の方
法について学びました。
≪参加した生徒の声≫

「大学のことを知って、もうちょっと視野を広くして考えていきたいなと
思った」「大学と専門学校の違いや、大学の良さなどについて詳しく知る
ことができた」
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※グラフの数値は生徒の人数です。
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生涯楽習情報コーナー

№ 375№ 375

こぶしは蘭越町の花木です。 大自然の中でたくましく育つこぶしに学びましょう。こぶしは蘭越町の花木です。 大自然の中でたくましく育つこぶしに学びましょう。

（題字：田澤　豊彦氏）

ＮＰＯ法人　お助けネットＮＰＯ法人　お助けネット

代表　中　谷　通　恵 さん代表　中　谷　通　恵 さん

子育てを支える地域の輪　〜連携と協働の実践紹介〜子育てを支える地域の輪　〜連携と協働の実践紹介〜
≪今月号のテーマ≫≪今月号のテーマ≫
　　乳児期は「基本的信頼感」を育みたい。親が孤立しないように、乳児期は「基本的信頼感」を育みたい。親が孤立しないように、
みんなで支えよう！みんなで支えよう！

家 庭 教 育 通 信

　乳児期は、「両親など身近な人の愛情に満ちた細やかな世話を受けることによって、 外界を良いも
のと感じ、基本的信頼を抱き、父母等に対して愛着を形成する ( 甘える )」ことが重要です。

　　赤ちゃんが不快な時にぐずったり泣いたりする→大人がだっこや声をかける→赤ちゃんが安心
　して快くなる→自分がサインを出すと大人が助けてくれる、「人間っていいな」という気持ちを持てる。

　↑この経験がたっぷりあることで、その後の「言葉の獲得」や「しつけ」が可能になるのです。

　しかしながら、親になるまでに赤ちゃんの世話の経験がある人は４分の１もいないのが現実。核家
族がほとんどで、実家も遠い。抱っこの仕方から様々なお世話が非常に難しく、「産後うつ」になる
ママは半数近くにのぼるという調査結果もあります。地域全体で、親が孤立しないように支えましょ
う。

～実践紹介　( いずれも国の補助あり ) ～
①産後ケア事業
　退院直後の母子に対して心身のケアや育児のサポート等きめ細かい支援を行う。内容によって、助
産師、保健師又は看護師が配置され、「宿泊型」「デイサービス型」「アウトリーチ型」がある。白老
町には、温泉付き宿泊型助産所があり、町の補助で格安で利用できる。

②ファミリーサポートセンター事業 ( 託児 )
　子どもを預かってほしい会員と、研修を受けた預かりをする会員をつなげるしくみ。道内約７０市
町村で実施され小規模自治体でもニーズはある。乳幼児から小学生までの子どもの託児や送迎を行っ
ている。預かりをしてくれる会員は有償ボランティア。

③子育て支援センターなど
　親子で交流できる居場所。赤ちゃんを産んで知り合いがいなくても、誰もが気軽に交流できる第二
の実家のような場所。研修を積んだスタッフが話を聞いてくれたり相談にのってくれる。

★母親達が最も頼りにしているのは、父親です。父親がともに育児をしたいと願っても、労働環境や
職場の理解がないことで難しいケースも多い。「０歳児は地域の宝、パパを早く帰そう！」

　～相談募集中～
　　子育てなどでお悩みがありましたら、中谷さんに聞いてみましょう！
　　中谷さんに聞いてもらいたい相談などがありましたら、町民センター内生涯学習係へお訪ねください。
　　なお、回答につきましては、「こぶしにまなぶ」紙面上での回答になりますので、 ご了承願います。
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｜ 人口 ｜令和７年７月末現在
　男　　２，０２２人　　（＋　２人）
　女　　２，２０１人　　（＋　4 人）
　計　　４，２２３人　　（＋　６人）
世帯数　２，２２８世帯　（＋７世帯）
外国人　　 １４６人　　（＋　９人）

｜ 出生 ｜
蘭越町　増田　光希さん・志穂美さん
　　７月 23 日　紬希さん

｜ 寄贈・寄附 ｜
社会福祉協議会へ
蘭越町　大澗　一弘さん
蘭越町　昭和 24 年生まれの集い
　　　　代表　下條　順一さん

｜ 救急当番病院 ｜
■土曜・日曜・祝日の救急当番病院は
　「倶知安厚生病院」です。
■平日（夜間）の救急当番病院は
　「倶知安厚生病院」です。
　☎　０１３６－２２－１１４１

社会を明るくする運動　～巡回啓発～
07/04（金）

　第 75 回「社会を明るくする運動」
倶知安地区実施委員会主催の地区内
巡回啓発が行われました。保護司会
蘭越分区（檜伊佐夫分区長）ほか山
麓７ヵ町村の関係者らが役場を訪問
し、小林副町長に総理大臣からの
メッセージのほか、啓発資材の伝達
が行われました。

緑の募金が届けられました
07/11（金）

　蘭越中学校生徒会の皆さんが役場
を訪れ、「緑の募金」活動の募金箱
が金町長へ届けられました。学校で
集められた募金は、蘭越町緑化推進
委員会を通して、公益財団法人北海
道森と緑の会へと送られ、森林保護
の促進に利用されます。

全道大会出場おめでとう
07/18（金）

　全道大会に出場する蘭越中学校の
生徒 18 名が役場を訪れ、金町長、
渡邊教育長へ、それぞれ全道大会の
出場報告と懇談が行われました。
　全道大会を終えた生徒たちは、
各々が全力を尽くし、健闘しました。

｜ お悔やみ申し上げます ｜
蘭越町　谷橋　一秀さん　89 歳
字共栄　花野　忠夫さん　77 歳
蘭越町　藤田　一政さん　77 歳

おめでとうございます

｜ 婚姻 ｜
蘭越町　有末　珠璃さん　河西　ももさん
字大谷　本田　真隆さん　松田　百代さん

いつまでもお幸せに
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マチナビらんこし（JC-Smart ～地域防災情報～）広報らんこし電子版

蘭越町ホームページ
にて、バックナンバー
を公開中！

地域のお知らせや防災情報などが簡単に
見られる便利なアプリです。インストー
ル後、「サービス選択」から、「マチナビ
らんこし」をタップしてご利用ください。

アプリアイコン↓

生年月日　 2021 年 1月 24日

ご両親　　 拳斗さん、瑞穂さん

毎日笑わせてくれてありがとう✨
これからも笑顔いっぱいで過ごそうね！

「北斗の拳」のトキから

仮面ライダー

なんでも食べます（ピーマン残しがち）

くろかわ 
しづく さん (５)

さかの 
れいな さん (５)

いがらし
めい さん (６)

■掲載先
　広報らんこしに掲載させていただきます。　　
　また、広報紙のデータ版を以下でも配信します。　　　
　・蘭越町ホームページ　 ・マチナビらんこし　

■���掲載条件
　蘭越町内にお住まいの、５歳以下のお子さま

■注意事項
　・�広報紙等で１度も掲載されたことがないお子

さまが対象です。
　・�掲載順や掲載するお写真については、担当係

にて決定させていただきます。

・�左記の二次元コードから Web
フォームにアクセスしてご応募
ください。

お問い合わせ先：蘭越町役場（広報広聴係）☎ 0136-55-7813

■応募先

でお子さまを紹介させていただけませんか？

テーマ「あさがお」
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